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I 緒 言

PivampicillinはAminobenzyl penicillin(ABPC)に ア

ル キル 基 を加 え,よ り吸 収 性 を高 め た もの で,経 口投 与

され る と,生 体 内 で 速 や か にABPCに 加 水 分 解 され る。

私 た ちはPivampicillin投 与 後 の組 織 内濃 度 に つ い て,

検 討 した の で 報 告 す る。

II 実 験 方 法 な らび に 実 験 成 績

1) 実 験 方 法

体 重25g前 後 の マ ウス(5匹 一群)にPivampicillin

50mg/ml液0.1ml(200mcg/g)を ポ リエ チ レ ンチ ュー

ブ にて経 口投 与 し,15分,30分,60分,120分,240分 後

に頚 部 を切 断 して屠 殺 し,各 組 織 を 摘 出 計 量 し,従 来,

当教 室 で お こな って い る薄 層 カ ップ 法 を 応 用 した 組織 内

濃度測定法により測定をおこなった。1)～9)なお,試 験菌

は八連菌ATCC 9341で,培 地はペプトン10.0g,肉

エ キス5.0g,食 塩2.5g,粉 末寒天20.0gに 精製水を

1000.0ml加 え,pHは6.0と した。

2) 実 験 成 績

Pivampicillin投 与 後の各時間における組織内濃度を,

Table1,Fig.1に 示す。組織内への移行の高い順に組

織をあげると,口 蓋粘膜,肝,舌,腎,心,肺,顎 骨,

脾,大 腿骨,血 液,脳 の順で,心,脾 は15分 で,他 の組

織は30分 で最高濃度に達 している。

III 考 案

組織内濃度の測定には,私 たちの教室では従来25g

Table 1 Tissue concentrations of pivampicillin in 
mice after the oral administration of 200 mcg/g 

(mcg/g, or ml)

Fig. 1 Tissue concentration of pivampicillin in mice 

after 200 mcg/g oral dose



398 C H E M O T H E R A P Y JUNE 1974

前後のマウスに各抗生物質を200mcg/gの 比で投与し

ているので,Pivampicillinも 同量を経 口投与 した。

組織内濃度は心,脾 は15分 で最高濃度に達 し,他 の

組織は30分 で最高濃度に達 しているが,と くにこのこと

に意味があるか否かは速断できない。 しかし,従 来 より

私たちの教室でおこなっている抗生物質投与後(腹 腔内

注射後)の 組織内濃度測定の成績では,腹 腔内注射の成

績においてさえも,最 高濃度に達するのは10分 ～30分 で,

Pivampicillin経 口投与で,15分 ～30分 で最高濃度に達

しているのは,組 織への移行が速いことを推測させる。

また,抗 生物質経 口投与後の組織内濃度については,私

たちはCephalexin(CEX)に ついて報告 しているが9),

CEXは 各組織 とも60分 で最高濃度に達 しており,CEX

よ りも各組織への移行が速いとい うことがいえる。組織

内への移行濃度では,CEX200mcg/g経 口投与で肺,

肝,腎 か らはCEXが 検出できたが,下 顎骨,舌 からは

検出できず,400mcg/g経 口投与でやっと検出 しえたの

にくらべ,Pivampicillinの 組織内への移行率はきわめ

て高いことがわかった。

脳,脾,大 腿骨は最高濃度が低いので,臨 床使用にあ

た り,こ れ らの組織を目的 とするときは,Pivampicillin

の投与量を考慮する必要がある。他の組織については十

分な組織内移行がみ られるが,と くに口蓋粘膜,肝,舌,

腎などへの移行がよく,下 顎骨へも比較的移行している

ことから口腔領域の感染症に対 しても十分に応用できる

薬剤と思われる。

IV 結 論

1) Pivampicillinを マ ウスに200mcg/g経 口投与後

の組織内濃度は15分 ～30分 で最高に達 し,口 蓋粘膜,肝,

舌,腎,心,肺,下 顎骨,脾,大 腿骨,血 液,脳 の順で

高濃度に移行 していた。

2) 口蓋粘膜にとくに高濃度に移行 しているのが特長

で,脳 以外の組織内濃度は,い ずれ も血中濃度より高く

維持されていた。
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Tissue concentrations of pivampicillin were estimated after the oral administration of 200 mcg/g in mice. 

The concentration in each organ showed a peak generally 30 minutes after the administration . 

The concentrations in the liver, tongue and kidney were high, especially in the mucous membrane of the 

palate.


